
レーザーで “きれいにする”のは
お肌だけじゃない？
～ エキシマレーザーを導入しました ～

京都第一赤十字病院循環器内科では、これまでも急性期治療や重症症例に幅広く対応できる体制づくり

として、人員の育成や医療環境の整備を進めてまいりました。昨年 12 月には心臓専用アンギオ装置の更

新も行い、より迅速で安全な治療が可能となっています。今後も地域の皆さまに安心して医療を受けてい

ただけるよう努めてまいりますので、いつでもお気軽にご相談ください。
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医療用レーザーは様々な分野で使用されており、美容分野におけるシミやほくろの除去は、一般の方にも

よく知られています。そんなレーザーですが、循環器内科の治療にも用いられていることをご存じでしょうか。

このたび当院では、心血管領域におけるレーザー治療システムを新たに導入しました。

この治療はエキシマレーザー（紫外線領域のレーザー）を用いて、組織の分子結合を切り離すことでプラークや

血栓を蒸散させ、血管を再開通させる治療機器になります (ELCA: Excimer Laser Coronary Angioplastyと

呼ばれており、エルカと読みます )。通常のカテーテル治療で対処が難しい病変に有効と報告されており、

かつ熱による損傷を起こさないため安全性の高い治療とされています。

ELCA を用いた治療の対象としては急性冠症候群

( 心筋梗塞 )、ステント内再狭窄、冠動脈バイパス術後

の静脈グラフト閉塞などが挙げられます。また冠動脈

以外でも、癒着で抜去困難なペースメーカーリードの

抜去や下肢動脈ステント内閉塞などの用途が保険

承認を得ています。従来の治療に加えて ELCA が

加わることで、より多様な病態に対応できる治療選

択肢の拡充が期待されます。
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